
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 4 月 24 日、第 4 次ボランティア団 324 人が被災地に向け出発しました。今回から「千厩

（せんまや）」、「いわき」の拠点を加え、8 拠点での活動となります。 

 震災から 1 ヶ月半が経ち、ボランティアに求められるニーズも徐々に変化してくるものと思

われますが、連合ボランティア団として、被災地支援のため頑張ってきてください。 

 

 

 

 
 

岩手チーム（宮古、東和ベースキャンプへ） 
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宮城チーム（仙台、一関、千厩ベースキャンプへ） 

 

 

 
 

福島チーム（福島、会津、いわきベースキャンプへ） 

 

 

 

 

 

 第 82 回メーデー中央大会（4/29 11:00～、代々木公園野音前）では、以下のとおり、「連

合東北ブロック連絡会アピール」を予定しています。各被災地の現状とこれまでの取り組み、

また復興に向けての決意が込められています。 

 なお、今年のメーデーでは東北、関東地方の野菜の販売もいたします。 

 復興は長期化が予想されますが、一人ひとりの小さな取り組みが、積もり積もって大きな

力となります。身近なところから、少しずつでも、支援していきましょう。 

２．連合東北ブロック連絡会からのアピール２．連合東北ブロック連絡会からのアピール２．連合東北ブロック連絡会からのアピール２．連合東北ブロック連絡会からのアピール    
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 第８２回メーデー中央大会参加の各構成組織・地方連合会の仲間の皆さん、全国の連合

の仲間の皆さん、３月１１日、午後２時４６分発生した東日本大地震と巨大な津波により東

北地方とりわけ、岩手・宮城・福島では、死者１４，０００人、行方不明者１３，６８７人（４月２

０日現在）の人的被害とライフライン、家屋、産業基盤、行政機能の損壊と甚大な被害を受

けました。加えて、同時に発生した福島原発事故により一帯への立ち入りを禁じる「警戒区

域」が指定される事態となっています。 

 この震災に対し、連合本部、各構成組織、各地方連合会におかれましては、愛のカンパ

の発動、救援物資の集中、救援金カンパ活動、災害救援ボランティアの派遣等、迅速な対

応で支援いただいていることに心より感謝申し上げます。 

 沿岸部において被害の甚大であった岩手・宮城・福島においては、大震災の復興に向け

て３月３１日からの連合救援ボランティア派遣の受入に全力を上げてきました。 

 岩手においては、宮古市と花巻市・東和の公共施設を借り受けボランティアセンターを設

置し、連合岩手専従者、県内構成組織ボランティア、連合本部常駐者とともに社会福祉協

議会と連携し、被災者ニーズの把握も含めてセンター運営・連合救援ボランティアの活動サ

ポートを行っています。途中、４月７日の強い余震による第２陣の活動開始の延期がありま

したが、現在、第４陣が活動中で、活動地域の拡大も検討しています。 

 宮城においては、仙台市・宮城交通労働組合会館と岩手県奥州市の民宿に拠点を置き、

宮城県災害ボランティアセンターと各市町村災害ボランティアセンターと連携し、震度７の県

内被害状況から連合宮城専従者、連合本部常駐者を中心に連合救援ボランティア受入を

行っています。途中、４月７日の震度６強の余震による被害拡大を受け第２陣の中止と計

画変更がありましたが、第４陣が、連合岩手の協力を得て、拠点の被災地付近・一関市千

厩への展開も加えて活動中です。また、県災害ボランティアセンターと市町村ボランティア

センターの運営支援に連合宮城と構成組織からの派遣を開始しました。 

 福島においては、地震・津波・原発・風評の４重苦の中、福島市・県労働福祉会館と猪苗

代町、いわき市に拠点を確保、社福協と連携し、連合救援ボランティアを受け入れ、沿岸部

での活動と原発事故地域から内陸部で避難生活を送っている被災者支援活動を継続して

展開していますが、原発事故の収束が全てという状況です。 

 青森、秋田、山形においては、災害復旧が一定の段階に達した状況を受け、青森・秋田

が岩手、山形が宮城への組織的支援を開始します。大震災から日が経つにつれ、被災地

事業所の廃業・休業に伴う雇用問題も顕在化し、緊急の対応も求められています。 

 大震災から５０日、徐々に復旧は進みつつありますが、未だ立ち入り禁止区域が設けら

れ、被災者のご遺体が発見される日々が続くなど、復興は緒についたばかりです。未曾有

の災害により復興の長期化が予想されます。連合東北ブロック連絡会として復興に全力を

上げる決意を申し上げ、引き続きのご支援をお願いいたします。 

 

２０１１年４月２９日 

連合東北ブロック連絡会 代表幹事 山 崎  透 
 

 


